
     第３６回（令和元年度） 
 

 

                                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●いつも読んでいる本とはちがう「感動」というもの

があった。加害者家族というのはすごく重いものだ

なと胸が苦しくなった。 

●こういう事件は毎日毎日おこっているので，身近に

感じました。こういうことが起きるとこんなにも大

変だということが分かりました。 

●ある日，急にお父さんがつかまったのを想像したら， 

こわくなった。 

●いきなりお父さんがつかまってしまうところにイン

パクト        パクトがあって，おもしろい。 

     

うつのみやこども賞とは？ 
市内５・６年生の選定委員さんたちが、月に４冊の本を読んで、 

年間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈ってい

ます。今年度は、２１名の子ども達が選定委員として頑張ってくれ

ました。みなさんもぜひ読んでみてください。             

一年間に読んだ図書一覧 

  

 

【あらすじ】 

いつもと同じ光景、いつもと同じ朝食、いつもと同じ朝、中学３

年生の涼平の父親が、逮捕された。容疑は殺人―。何かの間違いか、

そうでなければ事故だったと信じたい涼平だったが、父親は家族と

の面会をかたくなに拒む。真相も知らされないまま、突如“カガイ

シャカゾク”となった涼平は、父と同じ加害者なのか、それとも憐

れむべき被害者なのか…。ある日突然「加害者家族」となった少年

の，再生とゆるしの物語。 

『羊
ひつじ

の告解』 
いとうみく／著 （静山社） 
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